第58回北海道高等学校野球大会小樽支部予選戦績

５月１２日（日）
２回戦　○ 樽水産 13－７ 樽潮陵
	対戦校名
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	計

	小樽潮陵
	０
	１
	０
	４
	０
	２
	０
	０
	０
	７

	小樽水産
	０
	０
	０
	３
	０
	０
	10
	０
	×
	13


（投手－捕手）寺澤・川口(８回)－岡本
（２塁打）島川(４回)・岡本(７回)・寺澤(７回)
 (
初回
は互いに３者凡退で終え
、静かな立ち上がりとなった試合。
迎えた２回表、安打・盗塁・犠飛等で１点を失う。４回表には、長短打に盗塁・失策等が絡んで４失点と苦しい展開に。その裏、２安打に四球等が絡み、３点を返す。２点差として迎えた６回表、４安打で２点を失い、再び苦しい展開となる。
７回表を３者凡退に抑えて迎えた裏の攻撃。１死から９安打に四球等が絡んで一挙１０点を奪い、試合をひっくり返した。８回以降は、無失点に抑えて試合終了。まだまだ課題は山積するものの、うれしい公式戦初勝利を飾った。
)







５月１４日（火）
　準決勝　● 樽水産 ６－８ 樽双葉
	対戦校名
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	計

	小樽水産
	０
	２
	０
	０
	０
	１
	０
	１
	２
	６

	小樽双葉
	０
	１
	３
	０
	０
	１
	２
	１
	×
	８


（投手－捕手）寺澤・川口(６回)－岡本
（本塁打）住吉(２回)
（２塁打）佐渡(８回)・岡本(９回)
 (
　
初回、１死から安打で出塁も、ライナーゲッツーで無得点。その裏、３四球等で満塁のピンチを迎えるも、粘りの投球で無失点に抑える。迎えた２回表の攻撃。１死１塁から住吉の本塁打で２得点。欲しかった先制点を挙げる。２・３回の守備では、長短打に四球や失策が絡み、それぞれ１点、３点を失い、２点
ビハインド
で後半戦に突入。６回表の攻撃では、２安打に四球が絡んでチャンスをつくるも１点止まり。
その裏、無死１塁から
投手を
川口にスイッチ。早目の継投で勝負に出るも、１失点で再び２点差となり苦しい展開に。７回にも本塁打等で２点を失い、４点
差
となる。８回表に１点を
奪って
３点差とするも、その裏に１失点して再び４
ビハインド
。迎えた最終回の攻撃。
３安打で２点差に迫るも、追いつくことができずに試合終了。粘りは見せたものの、
終始流れをつかめなかった。
攻撃力・守備力いずれもレベルアップの必要性を痛感する試合となった。
)



